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東京大学地震研究所 研修運営委員会 

第 1報  平成 26年 11月 4日(火) 

 
 

平成 26年度東京大学地震研究所職員研修会のご案内 
 
 

平成 26年度東京大学地震研究所職員研修会を下記のとおり実施いたします。この職員研修会は

技術系職員の技術発表を中心とした研修会で、昨年度も所外から 20 名を超す方々にご参加いただ

きました。本年度も、各大学および研究機関に所属される技術系職員の皆様の積極的なご参加をお

待ちしております。なお、過去の研修会の内容については、研修運営委員会のホームページでご覧

いただけます。 

 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/kenshu_iinkai/ 

 

また、研修会での技術発表も募集いたします。観測・実験・データ処理といった日常業務やその

成果の報告、観測方法の工夫や装置の改良などの発表をお待ちしております。また、学会発表や学

術論文ではあまり見られないものの、実務上は欠かせない知識や経験談の発表も歓迎いたします。 

 

他大学・他研究機関からのご参加で技術発表をされる方には、地震研究所から旅費を補助する用

意があることを申し添えておきます。 

 

 

記 

 

期 日：平成 27年 1月 28日(水) ～ 1月 30日(金)   

場 所：東京大学地震研究所 （1号館 2階セミナー室 A, B  2号館第一会議室） 

 海洋研究開発機構（JAMSTEC）（横須賀市） 

研修内容：技術発表会（技術系職員による発表） 

  所外研修（海洋研究開発機構横須賀本部における講義と業務見学） 

  特別講義（柳川喜郎氏「百年前の桜島噴火、そして御嶽山−災害予知と対応」） 

 

★ 1月 28日(水)に『平成 26年度地震火山災害予防賞』の表彰式、および、記念講演が 

予定されています。 

 

 

 

 

 

 

以上 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/kenshu_iinkai/
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研修会の概要 
 
 

平成 27年 

1月 28日(水)（1日目）（会場：1号館 2階 セミナー室 A, B） 

13:15～17:30 

 開会式 

 技術発表会（口頭発表、ポスター発表） 

 地震火山災害予防賞表彰式（予定） 

 地震火山災害予防賞受賞記念講演（予定） 

18:00～ 

 懇親会（オプション：参加費 2,000円 程度） 

 

1月 29日(木)（2日目） 

9:30頃 京浜急行追浜駅前に集合（詳細は調整中） 

     海洋研究開発機構にチャーターバスで移動 

 所外研修 （講義と業務見学） 

 16:30 頃 海洋研究開発機構を出発 

       京浜急行追浜駅までチャーターバスで移動 

 17:00 頃 京浜急行追浜駅前で解散 

 

 

1月 30日(金)（3日目）（会場：2号館 5階 第一会議室）  

9:00～12:00 

 技術発表会（口頭発表） 

 特別講義： 柳川喜郎氏 

  「百年前の桜島噴火、そして御嶽山−災害予知と対応」 

 修了式 
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参加申し込み票について 

 

研修会への「参加」希望者および「発表」希望者は申し込み票に記入の上、申し込みメールアドレス

宛てにお送りください。なお締切は下記のとおりです。 

 

申し込みメールアドレス  kenshu-h26@eri.u-tokyo.ac.jp  

発表申し込み締切        平成 26年 12月 12日(金) 17:00 

参加申し込み締切        平成 26年 12月 26日(金) 17:00 

アブストラクト原稿提出締切    平成 26年 12月 26日(金) 必着 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「参加」希望者及び「発表」希望者は、以下の申し込み票をメールで提出してください。 

※「発表」申し込みをされる方も「参加」申し込みの提出が必要です 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■■■ 東京大学地震研究所職員研修会「参加」の申し込み票 ■■■ 

申し込み締切 平成 26年 12月 26日(金) 17:00 

 

平成 26年度 研修実行委員会 御中 

 

職員研修会への参加を申し込みます。 

 

氏名： 

（e-mail:                                    ） 

所属機関名§： 

所属部門名： 

 

出欠記入：（ ）内に、出席は○を、欠席は×を入れてください。 

 

1月 28日（水） 技術発表会（  ） 懇親会（参加費 2,000円程度）＊（  ） 

1月 29日（木） 所外研修＊＊（  ）  昼食（お弁当 1,000円程度）の申し込み＊＊＊（  ） 

1月 30日（金） 技術発表会（  ） 

 
   
§修了証に記載いたしますので、略称ではなく正式な名称をご記入ください。 

 
＊初日の懇親会は、18時から地震研究所 1号館 2Fコミュニケーションラウンジにて立食形式で行う予

定です。 

 
＊＊今年度の所外研修は一部バスでの移動を予定しております。バスの乗車人員を確定するためにも、所

外研修への参加を希望される方は忘れずに申し込みを行ってください。 
 

＊＊＊所外研修の会場周辺には、飲食店やコンビニエンスストアはございません。また、会場内の食堂は

利用できません。このため、昼食をとる場所として会場内の講義室を確保しておりますので、お弁

当を持参していただくか、上記のお弁当の申し込みをお願いいたします。  
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「発表」希望者は、以下の申し込み票もメールで提出してください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■■■ 東京大学地震研究所職員研修会「技術発表」の申し込み票 ■■■ 

申し込み締切 平成 26年 12月 12日(金) 17:00 

 

平成 26年度 研修実行委員会 御中 

 

技術発表会での発表を申し込みます。 

 

申し込み者氏名： 

（e-mail:                                    ） 

 

1. 発表者氏名： 

（連名の場合は、登壇者の氏名の前に○を付けてください。） 

所属機関名： 

所属部門名： 

 

2. 発表題目： 

 

3. 発表希望時間：    分（質疑を含めて 20分まで） 

（発表件数が多い時には発表時間を短縮していただく場合があります。） 

 

4. 発表形式について（どれかに○を入れてください。） 

口頭（  ） ポスター（  ） どちらでも可（  ） 

＊プログラム編成の都合上、ご要望に添えない場合もあります。 

＊ポスターサイズは縦 170cm ×横 115cm となります。 

 
 

5. 発表の概要 

 
 
 
 

 

6. 発表に必要な機材の要望（プロジェクター、ノート PC は用意してあります。） 

 
 

 

7. 地震研究所からの旅費の補助に関して（どちらかに○を入れてください。） 

希望する（   ）   希望しない（   ） 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「発表」希望者は、アブストラクト原稿の提出も必要となります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

アブストラクト原稿提出締切 平成 26年 12月 26日(金) 

 

 発表希望者は、原稿ファイルを申し込みメールアドレス宛てにお送りいただくか、原稿を下記提出

先までご郵送ください。なおメールで提出される場合は、PDF、および、Microsoft Wordの二形式

のファイルの提出をお願いいたします（可能な限り電子媒体での提出をお願いいたします）。Word

形式での提出が難しい方はご相談ください。 

 

・ PDFファイルはアブストラクト集の公開に使用させていただきます。 

・ 本年度も、提出していただいたアブストラクトを「東京大学地震研究所技術研究報告」に掲載

する予定です。Microsoft Wordファイルはその掲載に必要となります。  

  

申し込みメールアレス kenshu-h26@eri.u-tokyo.ac.jp  

郵送での提出先  〒113-0032 東京都文京区弥生 1-1-1 

   東京大学地震研究所 技術部技術開発室 

   浦野幸子 

   TEL 03-5841-0796，FAX 03-5841-5743 

   

 原稿はA4で2枚程度に収めてください。原稿のレイアウトに関しては特に決まりはありませんが、

下記にあります昨年度の職員研修会アブストラクト集を参考にしてください(約 23MB)。 

 

         http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/kenshu_iinkai/record/h25/pdf/H25_Program3.pdf 
 

 提出いただいた原稿は返却いたしません。 

 

 冊子体でのアブストラクト集を配布する予定はありません。各発表のアブストラクトは事前に研修

運営委員会ホームページにて PDFファイル形式で公開する予定です。 

 

 アブストラクト原稿にカラー図・写真を使用していただいてもかまいません。ただし、写真等のフ

ァイル容量が大きい場合、こちらでサイズ調整をさせていただく場合があります。また、「東京大

学地震研究所技術研究報告」に掲載する際、白黒印刷になることをご承知ください。 

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/kenshu_iinkai/record/h25/pdf/H25_Program3.pdf

